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指導資料 社 会 第123号
－小学校，中学校，特別支援学校対象－

鹿児島県総合教育センター 平成25年10月発行

金融教育の視点を生かした社会科の授業改善
－第５学年小単元「自動車をつくる工業」を事例に－

社会科は，社会認識の形成を通して公民的

資質（市民的資質）を育成する教科である。(1)

中教審答申は，小学校社会科における改善の

具体的事項の中で，「社会生活を営む上で大切な

ルールや法及び経済に関する基礎となる内容の

充実を図るとともに，（以下省略）」と述べ，「経

済」の視点も重要であることを示している。(2)

しかし，具体的に「経済」の視点を明確に

した実践等の紹介は，十分とは言えない。そ

こで，本稿では「経済」を「金融教育の視

点」，つまり「お金の流れ」に着目すること

で，児童生徒の社会認識が深化することを小

学校第５学年の小単元「自動車をつくる工

業」における指導例で紹介する。

１ 金融教育について

(1) 金融教育の定義

金融広報中央委員会は，「お金にかか

わる幅広い教育」を金融教育と呼び，次

のように定義している。

金融教育は，お金や金融の様々なはたらきを理

解し，それを通じて自分の暮らしや社会について

深く考え，自分の生き方や価値観を磨きながら，

より豊かな生活やよりよい社会づくりに向けて，

主体的に行動できる態度を養う教育である。
(3)

さらに，金融教育の内容を整理・体系

化し，明示している。(4)

(2) 学習指導要領と金融教育の視点

第５学年の内容(3)は以下の通りである。

我が国の工業生産について，次のことを調査

したり地図や地球儀，資料などを活用したりし

て調べ，それらは国民生活を支える重要な役割

を果たしていることを考えるようにする。

ア 様々な工業製品が国民生活を支えていること

イ 我が国の各種の工業生産や工業地域の分布など

ウ 工業生産に従事している人々の工夫や努力，

工業生産を支える貿易や運輸などの働き
(5)

さらに，内容の取扱いで「内容の(2)

のウ及び(3)のウにかかわって，価格や

費用，交通網について取り扱うものとす

る。」と示し，小学校学習指導要領解説社

会編では，「価格や費用については，製造

の過程で様々な費用がかかること，原材料

の確保や製品の輸送のための費用がかかるこ

とやそれらの費用が価格に影響を与えている

ことなどを取り上げることが考えられる。(6)」

としている。

具体的には，「お金の流れ」を視点と

することで，これまでの本小単元の指導

では見えにくかった，製造過程における

「もの」と「お金」の動きが見えるように

なり，「原材料費」，「材料・部品費」，「人

件費」，「研究・開発費」，「宣伝・広告費」

などといった生産・販売に係る費用が，

価格に影響していることを理解させやす

くなり，社会認識の深まりが期待できる。(7)
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２ 小単元「自動車をつくる工業」

(1) 小単元の構想

本小単元 (8)は，全10時間とし，概念探

究過程（８時間）と価値分析過程（２時間）

の授業理論(9)に基づき構想している。

ア 第１時 ※資 は資料

目 標 金融教育の視点

自動車の価格に含 自動車の価格には，

まれる費用を考えた 様々な費用が影響して

り，自動車生産につ いることを理解する。

いて話し合ったりし 資 自動車の広告

て，小単元の学習問 資 自動車の見積書

題を設定する。 資 デジタル掛図
(10)

（小単元の学習問題）

自動車は，どのようにしてつくられているの

だろう。なぜ，消費者のニーズに合わせた自動

車を大量につくることができるのだろう。ま

た，なぜ，エコカーなどを開発しているのだろう。

図１ 自動車の価格と費用

イ 第２・３時

図２ 自動車工場の流れ

目 標 金融教育の視点

自動車工場では，機 自動車の生産には，人

械化が進み，さらに， 件費，材料費，施設・設

流れ作業，分業によっ 備費，光熱費，輸送費

て短時間での大量生産 などが必要であること

が行われていることを を理解する。また，生

理解する。また，無 産受注することのよ

駄をなくし効率よく生 さを理解する。
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産するために，多品種 資 自動車の生産工程

少量生産を行ってい 資 パンフレット

ることを理解する。

ウ 第４時

目 標 金融教育の視点

組み立て工場の指示 組み立て工場と関連

を受け，部品工場では 工場の関係を，品物の

必要な数を決められた 流れとお金の流れを基

時刻までに納品してい に理解する。

ることを理解する。 資 部品の流れ

図３ 部品やお金の流れ

エ 第５時

目 標 金融教育の視点

組み立て工場から自 船とキャリアカーの長

動車を出荷する際は， 所を生かした輸送をする

輸送費用を安くするた ことで，コストを抑えて

め，船やキャリアカー いることを理解する。

で輸送していることを 資 自動車運搬船

理解する。 資 キャリアカー

表１ 船とキャリアカーの比較

積載量 時間（北九州～東京）

船 6249台 32時間

ｷｬﾘｱｶｰ 7台 12時間

オ 第６・７時
目 標 金融教育の視点

自動車が生活に不可 より安全で人や環境

欠な工業製品であるこ にやさしい自動車の開

とを理解する。また， 発が社運を左右するた

自動車が有している課 め，自動車会社は多

題を解決し，より安全 額の費用を投じて研

で人や環境にやさしい 究を続けていること

自動車の開発が進めら を理解する。
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れ，生活を豊かにして 資 ガソリン車，ハイ

いることを理解する。 ブリッドカー，電気

自動車の性能の比較

表２ ガソリン車とハイブリッド車(11)

燃費 1km当たり 車両価格

ガソリン車 20.0km 8.0円 1,650,000円

ハイブリッド車 33.0km 4.9円 2,075,000円

※レギュラーガソリンの価格を1ﾘｯﾄﾙ160円で設定

図４ ガソリン車とハイブリッド車のコスト均衡点

カ 第８時

目 標 金融教育の視点

自動車工業は，消費者 自動車の価格に反映

のニーズや社会の要請に される費用を，自動車

応えるため，多品種少量 の生産・販売の流れな

生産やジャストインタイ どから理解する。また

ム方式を採用し，効率よ お金の流れから，関連

く品質の良い自動車を生 工場と自動車工場の関

産していることを理解す 係や技術開発の意味な

る。また，新しい技術の開 どについて理解する。

発も行い，環境や人にや 資 工場の立地

さしい自動車をつくり続 資 海外に進出する工

けていることを理解する。 場

図５ 価格と費用

キ 第９・10時

目 標 金融教育の視点

学習して習得した知 動力の異なる自動車
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識や未来予測の結果な の長所や短所を踏まえ，

どから，自動車購入に 経済的な視点を生かし

ついての合理的意志決 て合理的に判断する。

定を行う。
(12)

資 価格と性能

あなたが自動車を購入するとしたら，どの

自動車を選びますか。それはなぜですか。

１ ガソリン車

２ ガソリン車(ｽｶｲｱｸﾃｨﾌﾞ搭載車)

３ ガソリン車(ｴｺｽｰﾊﾟｰﾁｬｰｼﾞｬｰ搭載車)

４ ハイブリッド車

５ プラグインハイブリッド車

６ クリーンディーゼル車

７ 電気自動車

図６ 第９・10時の論題(13)

(2) 期待される社会認識の深化

ア 自動車の生産に係る費用

自動車１台には約３万個の部品が使

用されており，多くの関連工場がある。

また，組み立て工場ではロボットなど

の機械化が進んでおり，工場の施設・設

備費，維持費，光熱費にも多額の費用

が必要である。金融教育の視点を生か

した授業を展開することで，このよう

な知識を児童は習得するとともに，見

えにくかった仕組みやつながりを実感

的に捉えながら理解することができる。

さらに，組み立て工場と関連工場の位

置や高速道路や港との関係などについ

ても説明できるようになる。

また，生産の効率を上げるために，

在庫を置かない工夫や多品種少量生産

を行うなどの企業努力についても理解

することができる。

イ 研究開発に係る費用

現在，自動車の部品の90％以上がリ

サイクルされたり，ユニバーサルデザ

インの自動車や燃費の良い自動車の開

発が進められ，より快適な生活が送れ

るようになってきている。このような
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自動車の開発には，研究が必要であり，

その費用も価格に反映されていることを

納得して理解することができる。(14)

また，ハイブリッド車と同型ガソリン

車の価格差を埋めるには，図４のとおり

約13万７千km の走行距離で均衡がとれ

るといった事実から，自動車を選択する

際の視点を得ることも可能である。

小学校第５学年の小単元「自動車をつくる

工業」を例に，金融教育の視点を採り入れる

ことで社会認識が深まることを述べた。

お金の流れを把握することで，ものや人な

どのつながりが見え，社会事象間の関係が理

解できるようになり，社会認識が深まってい

く。このことは，中学校社会科においても同

様である。(15)学校現場において，金融教育の

視点を導入することにより，児童生徒の社会

認識が深まった実践の蓄積が図られることを

期待したい。
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（教職研修課）


